
文部科学省補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」 
2020 年度 連携型共同研究 成果報告書 

 

研究課題名 機械学習を用いた物理学実験データ処理技術の開発 
 

研究代表者 岩崎 昌子（大阪市立大学 理学研究科 准教授） 
共同研究者 深澤 優子（大阪教育大学 教育学部 准教授） 

住浜 水季（岐阜大学 教育学部 准教授 / 大阪大学 RCNP 特任准教授） 
谷口 七重（高エネルギー加速器研究機構 素粒子原子核研究所 助教） 

研究成果 
 本研究の目的は、情報分野における最先端機械学習によるデータ処理技術を、物理学実験へ適用させて、種々

のデータ処理技術の研究開発を行うことである。機械学習のなかでも、特に、深層学習、および、環境適応型

機械学習（強化学習）の導入と開発を目指す。機械学習は、明確なモデルや事象の関連性が特定できなくても、

学習によって入出力の関係をモデル化できるため、非線形な応答を、高速、高精度で得ることができる。その

ため、機械学習を導入することで、識別処理（信号識別、粒子識別）の性能向上や、回帰処理（パラメータ測

定、測定器較正）の高速化や高精度化が期待される。また、強化学習は、刻々と変化する周囲の環境に適応し

てデータ処理を行う技術である。強化学習による、高精度な測定器制御が期待できる。本研究に先立ち、

2017-2019 年度において、素核物理実験への深層学習の適用研究、および、教育教材開発を手掛け、研究成果

を得ることが出来た。本研究ではさらに、強化学習の導入等、物理実験への機械学習適用研究を行い、これま

での研究開発を発展させることを目指す。 
本研究において、我々は、物理学実験におけるデータ処理技術開発として、１）機械学習を導入した測定機

器較正手法の開発、および、２）機械学習を導入した加速器制御の開発を行った。１）においては、これまで

に我々が開発した、物理実験の生データを直接用いた手法により、測定器較正性能を向上させることができた。

また、２）については、KEK Linac データを用いた研究により、加速器制御に関する重要な知見を得ること

ができた。これらの成果について、研究会、および学会で報告した。 
以上、物理学実験における深層学習の適用研究に関する、重要な研究成果をあげることが出来た。 
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